
広島市 経済観光局 産業振興部 地域産業振興課
TEL：082-504-2238 FAX：082-504-2259 
E-mail：chiikisangyo@city.hiroshima.lg.jp
https://www.city.hiroshima.lg.jp/business/sangyo/1021496/1026450/
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申込先・
問合せ先

広島市では、広島広域都市圏(※1)内の自動車関連企業に、経営に関するアドバイザーを

派遣し、経営者の思いを汲み取った上で、企業の経営課題や保有する技術、優位性を整理し、

業界動向や成功事例の情報提供、マーケティングに関する助言等を行いながら、自社のコア

技術・強みを生かした事業領域拡大の検討を支援します。(※3)

（※1）広島広域都市圏：広島市、呉市、竹原市、三原市、三次市、庄原市、大竹市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、
江田島市、府中町、海田町、熊野町、坂町、安芸太田町、北広島町、大崎上島町、世羅町、
岩国市、柳井市、周防大島町、和木町、上関町、田布施町、平生町、浜田市、出雲市、益田市、
飯南町、川本町、美郷町、邑南町、吉賀町

（※2）派遣（10回程度）にかかる費用は無料です。
（※3）本公募は、令和８年度予算成立を前提として実施するものであり、事業開始は令和８年度となります。

また、今後内容等が変更になることもありますので、あらかじめご了承ください。

「事業領域拡大検討アドバイザー派遣」
支援対象企業募集のご案内

□ 対 象 広島広域都市圏の自動車関連中小企業 3社

□ 申込方法 参加申込書を記入の上、4月10日(金)まで（必着）に下記申込先に提出ください。
参加申込書の様式は、広島市ホームページからダウンロードできます。
※4月10日までに募集企業数（３社）に満たない場合、募集を継続します。

4月11日以降の募集状況は、以下問合せ先にお問合せ下さい。

①経営者の思いや企業の強み等の整理と支援の方向性の検討
ヒアリング等による経営課題の明確化、コア技術・強みの整理など

経営に関するアドバイザーを無料で派遣し、
次のような支援を行います

支援対象企業と対話を重ねながら、各取組を十分に理解していることを
確認しつつ、企業の実情に応じて最も適切な助言及び指導を行います。

②企業の意向確認と新事業領域の検討に資する情報の整理・提供
業界・技術動向、競合分析、リスク評価、他社成功事例、業界有識者の
紹介など

➂新たな事業領域の拡大に向けたマーケティング等に関する助言
ターゲット顧客の選定・紹介、提案資料のブラッシュアップなど

こんな企業の応募をお待ちしています！
・「自社の強みを客観的に整理したい」
・「新事業のアイデア出しや顧客の獲得についてアドバイスが欲しい」
・「既存事業と、新たにもう一つの柱となる事業に進出したい」

④活動を継続するためのプランの提案
役割分担、スケジュール、営業先、企業力・商品力強化の取組など



事業
拡大

広島市の行動計画策定支援では、それぞれの企業に適したアドバイザーを派遣します。企業経営者が抱えている悩みや企業

の課題などを、アドバイザーと1対1で話し合うところからスタートします。以下は支援の主な流れです。

アドバイザー派遣と計画策定までの流れ
事業領域拡大検討アドバイザー派遣

アドバイザーを派遣してもらうメリットはいくつかありますが、大きなポイントは

①企業の強みを客観的に見てもらえる ②いろいろなルートを通じたニーズについて調査ができる 

ことです。俯瞰した視点と専門分野の知識・経験から情報を提供し、事業拡大の方向性を定める力添えをします。

アドバイザー派遣のメリット

調査や相談を重ね、
方向性を探る

事業を具体的にしていく

行動計画の策定

訪問
・

聞き取り

1
STEP

2
STEP

3
STEP

アドバイザーが
企業に訪問します

調査や考えを重ねた上、

拡大させる事業方向の意思を固めます

アドバイザーのサポートを元に事業を具体的に
考えていき、行動計画の策定を目指します

中長期を見据えた、

今後の行動計画を策定します

具体化すべき項目 アドバイザーからのサポート業界・他業種の動向

ニーズ分析、提供

業界団体・展示会参加支援

営業戦略・
パートナー候補探索

もやっとしたイメージ

類似企業の成功事例
コンサル企業・
団体からの知識

おぼろげな輪郭

経営戦略立案サポート
（強みの活かし方など）

部分的に固まった輪郭

経営者の意思・思い
（拡大の方向やタイミングなど）を
聞き取り、確認をします

企業のコア技術や強みを
分析し、抽出します

技術力訴求・
強化ポイント支援

・ターゲット顧客、領域

・技術提案資料

・企業アピール資料

・営業ツール、パートナー

・追加リソース
など


